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⼤学附属病院 18 施設

国⽴病院機構病院 11 施設

総合病院 9 施設

⼩児病院 17 施設

加盟施設はこちら

加盟
医療機関
55施設

ネットワーク
⼩児病床数
6,930床

実施可能性調査対象施設
55施設（全施設対象）

中央IRB⼀括審査可能施設
39施設（●印の施設）

1 ● 北海道⽴⼦ども総合医療・療育センター
2 ● NHO 弘前総合医療センター

3 ● 宮城県⽴こども病院
◎ 東北⼤学病院

4 ● 茨城県⽴こども病院

5 ● 獨協医科⼤学病院
● ⾃治医科⼤学附属病院

6 ● 群⾺県⽴⼩児医療センター
7 ● 埼⽟県⽴⼩児医療センター

8 ● 千葉県こども病院
◎ 東京⼥⼦医科⼤学附属⼋千代医療センター

9

● 国⽴成育医療研究センター
● 東京都⽴⼩児総合医療センター
◎ 東京⼤学医学部附属病院
◎ 東京医科⻭科⼤学病院
◎ 順天堂⼤学医学部附属順天堂医院

10

● 神奈川県⽴こども医療センター
● 横浜市⽴⼤学附属病院
● NHO 相模原病院
◎ 東海⼤学医学部付属病院
◎ 北⾥⼤学病院

11 ◎ 新潟⼤学医⻭学総合病院
12 ◎ 富⼭⼤学附属病院

13 ◎ ⾦沢医科⼤学病院
● NHO ⾦沢医療センター

14 ● ⻑野県⽴こども病院
● NHO 信州上⽥医療センター

15 ● 静岡県⽴こども病院

16
● ⽇本⾚⼗字社愛知医療センター名古屋第⼀病院
● あいち⼩児保健医療総合センター
● 愛知県医療療育総合センター中央病院

17 ● NHO 三重病院
18 ● 滋賀県⽴⼩児保健医療センター

19 ● 京都府⽴医科⼤学附属病院
● NHO 南京都病院

20

● ⼤阪⺟⼦医療センター
● ⼤阪市⽴総合医療センター
● ⾼槻病院
● ⼤阪はびきの医療センター

21 ● 兵庫県⽴こども病院
◎ 神⼾⼤学医学部附属病院

22 ◎ 奈良県総合医療センター
23 ◎ 和歌⼭県⽴医科⼤学附属病院
24 ● ⿃取⼤学医学部附属病院

25 ● NHO 岡⼭医療センター
◎ 川崎医科⼤学附属病院

26
● 県⽴広島病院
● NHO 福⼭医療センター
● 福⼭市⺠病院

27 ● NHO 四国こどもとおとなの医療センター

28 ● 福岡市⽴こども病院
◎ 九州病院

29 ● NHO 熊本医療センター
30 ◎ NHO 別府医療センター
31 ● 沖縄県⽴南部医療センター・こども医療センター

⼩児治験ネットワークとは

製薬会社が
開発に消極的
｢採算性が低い｣
｢対象が特殊｣のため

⼩児領域の薬剤のうち
60〜70% が
｢適応外使⽤｣

恒常的な剤形変更
(錠剤を散剤に加⼯など)

⼩児施設における
治験実施体制が脆弱

⼩児治験
ネットワーク

⼩児医療推進のため
⼩児施設が連携した
強固なネットワーク
が必要

ー 未 来 を つ な ぐ ⼦ ど も た ち の た め に ー

設⽴の経緯 (平成22年設⽴)

⽇本⼩児総合医療施設協議会加盟施設を中⼼とした⼩児領域に特化したネットワーク です。

⼩児の薬を取り巻く環境は、多くの問題点を抱えています。
⼩児治験ネットワークは、⼦どもたちが安⼼して薬を使えるようになるために、
全国の⼩児施設がネットワークを作り、
⼩児のための医薬品開発の推進⽀援に取り組んでいます。

治
験
実
施
環
境
の
整
備

⼩
児
医
薬
品
の
適
正
使
⽤
推
進

⼩児治験ネットワークでは、
 ネットワークとして治験を実施することで、

質・スピードの向上をめざします。
 ⼩児により適した⼩児医薬品の開発促進を
 めざします。



⼩児治験ネットワークの取り組み

これまでの実績

⼩児領域の治験に特化した⼈材育成

お問い合わせ先
【⼩児治験ネットワーク事務局】 国⽴研究開発法⼈ 国⽴成育医療研究センター 臨床研究センター多施設連携部⾨ネットワーク推進ユニット
連絡先：TEL 03-5494-7297（ダイヤルイン）/FAX 03-3415-6230 URL：https://pctn-portal.ctdms.ncchd.go.jp/
E-mail：jctn@ncchd.go.jp（⼩児治験ネットワーク事務局） 住所：〒157-8535 東京都世⽥⾕区⼤蔵2-10-1

⼩児での治験を含めた臨床研究においては、その対象が⼦どもとなることから、
成⼈領域と異なった倫理的な配慮や⼯夫、⼦どもの発達などに関する知識が必要
とされます。

そのため、⼩児領域に特化したCRCを養成すべく、教育プログラムを策定し、
年に1回（夏開催）、座学研修会を開催しています。

希望者には実地研修にてより実践的な研修を⾏います。
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⼩児医薬品開発の促進
⼩児に適した剤型の調査、臨床研究促進のための
⽀援活動、安全対策促進のための副作⽤情報など
の情報収集活動を⾏います。

ICT技術を活⽤した治験の効率化
・情報共有管理システムを活⽤し、治験資料の

電磁化を推進しています。
・必要に応じて、ウェブ会議システムによる

多施設合同症例組⼊れ促進会議を開催します。

オンデマンド⽅式による治験
希少疾患の場合、症例組⼊れの可能性がある医療機
関と準備契約まで⾏うことができます。これにより
候補症例が現れた際に速やかに治験実施医療機関の
⽴ち上げができ、コストを抑えることができます。

実施可能性調査をしたいのですが、
どの施設が調査対象となりますか。

全施設の調査が可能です。
希望の施設のみ調査することも可能です。

中央治験審査委員会
複数施設の審査を⼀括で実施しています。
⼀括審査により、審査費⽤の削減、審査⼿続きの
効率化を図っています。

治験実施に必要な⼿順等の統⼀化
・⼿順書、費⽤算定など統⼀化を図っています。
・同意説明⽂書、アセント⽂書の共通化など、

治験事務局業務の⼀部を⼀元的に実施します。
慣れていないので、アセント⽂書の
作成に困っています。

ホームページでアセント⽂書の雛型を
公開していますので、ご活⽤ください。

中央IRBで⼀括審査をお願いしたいので
すが、何施設が利⽤可能ですか。

39施設で利⽤可能です。
詳しくは「加盟施設はこちら」をご覧ください。

情報共有管理システムとは何ですか。

ネットワーク⽤に使いやすく設計した、
独⾃の⽂書管理システムです。

治験実施可能性調査
・実施可能性調査・患者数調査は無料です。
・すべての⼩児領域の調査が可能です。
・調査結果は、約10⽇程度でお返しします。

CRC座学研修の様⼦

製造販売承認取得件数 (2023年3⽉31⽇時点）

累計27品⽬


